
対話型観光地推薦システムへの状態遷移モデルの導入と評価 

磯崎 紘† 渡辺 雄介† 杉本 徹‡ 

芝浦工業大学 大学院工学研究科 電気電子情報工学専攻† 

芝浦工業大学 工学部 情報工学科‡ 

 

１． 研究背景と目的 

 現在旅行サイトの充実により、旅行をする際に

インターネットを使用する人が増えている。しか

し、それらのサイトを用いて旅行プランを作成す

るには、ある程度具体的な目的が決まっていない

といけない。また旅行プラン作成の過程も、サイ

トに存在するリンクボタンをクリックしていくだ

けのことが多く面白みがない。 

 冨樫らは、自然言語によるユーザとの対話を通

して、観光地を推薦・図示することで、ユーザの

旅行プランの作成を支援するシステムを提案して

いる[1]。そして最終的には、友人と話している

かのように、気楽に旅行プランを作成できるシス

テムを目指している。 

 しかし、既存のシステムでは話題として扱える

事柄が少なく、対話の流れや文脈に応じた細かい

応答の場合分けや制御ができていないといった問

題があった。 

そこで本研究では、システムの応答やシステム

主導の提案を生成する手法を改良することによっ

て、ユーザと自然な流れで対話を行い、柔軟な対

応ができるようにすることを目指す。また、一般

に対話システムは、機能が増加するにつれて対話

のバリエーションが増え、制御が難しくなる。そ

こで、本システムでは拡張性が高く対話を管理し

やすいと考えられる状態遷移モデルを導入し、そ

の効果の評価を行う。 

2 ．システムの概要 

図１にシステムの処理の流れを示す。 

 
図１：システムの処理の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザが観光地についての希望などを入力する

と、システムはまずユーザの入力した文を解析し、

入力内容を特定する。次に、あらかじめ作成して

おいた観光地情報データベースを参照して、観光

地の推薦や必要な情報の質問などの応答内容を決

定する。そして応答文を生成し、ユーザに出力す

る。また、応答文を出力する際には、必要に応じ

て地図情報を更新しユーザに出力する。このよう

なやり取りを繰り返し、ユーザの希望にあった観

光地を推薦する。 

また本システムでは、ユーザの入力から得られ

た『地域』や観光地の『カテゴリ』といったキー

ワードを記憶しておくためにユーザモデルという

データ構造を用いる。例えば、ユーザの「京都に

行きたい」という入力から「京都」というキーワ

ードを抽出し、ユーザモデルの『地域』に「京

都」を格納する。 

3． 既存のシステムの問題点 

既存のシステム[1]の問題点としては主に 2 つあ
げられる。1 つは、旅行プラン作成に際して対応
できる事柄が少なく対話のバリエーションが乏し
いということである。2 つめは、対話の流れに応
じた自然で柔軟な応答が生成できない場合がある
ということである。特に単語がシステムのデータ
ベースに存在しないなどの理由でユーザの入力を
システムが理解できない場合に、「入力を理解で
きません」といった画一的な応答を生成していた。 

これらの問題点を解決するには、システムを拡
張して扱える事柄を増やすとともに、応答生成の
ための場合分けをより細かくする必要がある。し
かし既存のシステムではユーザの入力内容から応
答内容を決定するための条件が十分に整理された
形で記述されていないため、現状のまま拡張した
のでは修正箇所が増え処理が煩雑になると予想さ
れる。そこで本研究では新たに状態遷移モデルを
導入し、見通しのよい対話制御を実現することを
目指す。 

4 状態遷移モデルの導入 

4.1 状態遷移モデル  

本研究における状態遷移モデルとは、ユーザと

対話システムとの対話の流れを対話の状態の遷移

と捉えて管理していくモデルのことである。その

時のシステムの状態とユーザの入力内容に応じて

システムはユーザモデルを更新するとともに適当 
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表 1  状態遷移表 (一部) 
入力＼状態 1 希望を尋ねる 2(area) 3(cate) 4(area&cate) 

地域 A 

Area := A 

「そこで何をしたいです

か？」 2 

「地域を変更しますか」2a 

Area := A 

「その条件で推薦します

か」4 

Area →「地域を変更しますか」

4a 

!Area →Area :=A 

「その条件で推薦しますか」4 

カテゴリ C 

Cate := C 

「地域の希望はあります

か？」 3 

Cate := C 

「その条件で推薦します

か？」4 

「目的を変更しますか」3a 

Cate →「目的を変更しますか」

4b 

!Cate→Cate :=C 

「その条件で推薦しますか」4 

観光地名 

T 

Tra := T 

T に行くことを決定して良いですか」Nc 

はい 
「それでは地域や目的の入

力をお願いします。」1 

「希望する目的を入力してく

ださい」2 

「希望の地域の入力をして

ください」3 

Recommend(area,cate) 

5 

いいえ 
「地域や目的の入力をお願

いします。」1 
「その条件で推薦しますか」4 

「その条件で推薦します

か」4 

「他の希望を入力してください」

4d 

不明な語句 

「発話を理解できませんで

した。地域や目的の入力を

してください」1 

「発話を理解できませんでし

た。目的の入力をしてくださ

い」2 

「発話を理解できませんで

した。地域の入力をしてく

ださい」3 

「発話を理解できませんでし

た。『はい』『いいえ』もしくは地

域や目的の入力をしてくださ

い」4 

 
な応答を生成し、次の状態に遷移する。 

本研究では、既存の観光地推薦システムにおけ

る応答内容決定部を状態遷移モデルを用いて再構

成するとともに、話題として扱える事柄の追加と、

対話の流れに応じた自然な応答生成のための改良

を行う。 

4.2 本システムにおける状態遷移の例 

表１は対話の遷移を状態とユーザの入力内容の種
類別に表形式で記述したものである。ここでは、
対話の初期状態から観光地を推薦する状態までの
遷移の一部を記載した。 

例えば初期状態の『1 希望を尋ねる』状態の時

にユーザが A という地域名を含む文を入力した場

合は、ユーザモデルの『地域(Area)』に A を格納

した上で「そこで何をしたいですか？」という応

答を出力し、状態『2』へ遷移する。このような応

対を繰り返し、最終的に観光地を推薦する状態

『5』へと遷移する。 

また、ユーザの入力間違いや、データベースに

情報が無いなどの理由でユーザの入力をシステム

が理解できなかった場合は、状態を維持しつつ適

切な応答を生成する。例えば、基本的に「はい」

「いいえ」で答えるべき質問に対しユーザが不適

切な入力を行った場合は、システムはその旨を伝

え状態は変化させない。 

5．評価と考察 

本研究では、既存の観光地推薦システムにおけ

る応答内容決定部を状態遷移モデルを用いて再構

成した上で、楽天トラベル施設検索 API を利用し

た宿泊施設の推薦機能を追加した。この機能追加

によって対話の状態数や想定する入力の種類、お

よび応答の場合分けがどれくらい増えたのかを表 2

に示す。 

また、システムの機能の追加に伴い既存の対話

遷移を変更しなければならない部分が出てくるが、

今回の場合既存の遷移を 1 カ所変更するだけで対

応することができた。 

このように機能を拡張する際の既存の対話制御 

 

への影響が少なく抑えられたことから、状態遷移

モデルを導入した本研究の対話管理機能は高い再

利用性を持っていると言える。 

 

表 2  機能追加に伴う状態などの増加 

 追加前 追加後 増加 

状態数 18 26 8 

入力の種類 11 14 3 

応答の種類 125 181 56 

 

6．まとめと今後の課題 

本研究では、観光地推薦におけるユーザとシステ
ムとの対話のやり取りを状態遷移モデルを用いて
整理することにより対話システムを再構築した。
また、宿泊施設の推薦機能を追加するとともに、
応答生成のための場合分けを細かくすることでよ
り自然な応答が生成できるよう改良を行った。こ
の状態遷移モデルの導入によってこれらの拡張の
ための手間と複雑さを少なく抑えることができた
と考えている。 

今後の課題として、ユーザにより興味を持っても
らえるような推薦をするにはどうすれば良いのか
を検討していく必要がある。現状のシステムでは
観光地と宿泊施設の直接的な情報を提示して推薦
するに止まっている。ユーザの目的がある程度決
まっていれば問題無いが、そうでない人にはシス
テムがより積極的に情報を提供したり、事務的な
会話だけでなく雑多な会話も可能にしてユーザに
対話そのものに興味を持ってもらうようにしてい
ければ良いと考えている。 
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